
 
発信 ／ 伊勢原市広報戦略課 0463-94-4864（直通） 

 
 
プレスリリース 
(報道関係者各位)            2025 年 12 月 17 日 
 

 

 
 

 
「障害者は助けてもらうのではなく、お互いに助け合う存在」「障害女性の抱える困難さ」をテーマに全国各

地や海外で講演をされている、伊是名 夏子（いぜな なつこ）氏を講師に迎え、様々な困難を乗り越えてきた講
師自身の体験談を通して、障がいがあることが「特別」ではなく、多様な個性の一つとして認められる社会を築
くためのヒントをみつけ、行動に移すためのきっかけとしていただくための講演会を開催します。 
 
１．日時 
  令和 8 年 2 月 25 日（水）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 ※開場は午後 1 時 
 
２．場所 
  市民文化会館 小ホール（田中 348） 
 
３．添付資料 
  いせはら男女共同参画フォーラム チラシ 
 
４．取材について 
  取材・撮影を希望される場合は、事前に以下の問い合わせ先までご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いせはら男女共同参画フォーラム「私たちにできること、 

考えたいこと」～誰もが輝く社会のヒントを障害女性の視点から～ 

担当・問い合わせ先 
人権・広聴相談課 人権・男女共同参画推進係 0463-94-4716 



日時：令和８年２月２５日（水）
1３:00 開場 1３:30 開演 1５:３0 終演予定

会場：伊勢原市民文化会館 小ホール（伊勢原市田中348番地）

※ご来場には公共交通機関をご利用いただき、車でのご来場はご遠慮ください。

様々な困難を乗り越えてきた講師自身の体験談を通して、障がいがあることが『特別』
ではなく、多様な個性の一つとして認められる社会を築くためのヒントをみつけ、行動に
移すためのきっかけにしてみませんか？

講師 伊是名 夏子 氏
1982年、沖縄生まれ、沖縄育ち、神奈川県在住。
コラムニスト。東京新聞、中日新聞、北海道新聞、琉
球新報などで連載中。

骨の弱い障害「骨形成不全症」で電動車いすを使用。
ハイリスクな妊娠出産を乗り越え、12歳と10歳の子育
てを総勢15人のヘルパーやボランティア、ファミリーサ
ポート、ママ友、近所の方々に支えられながらこなして
いる。
「障害者は助けてもらうのではなく、お互いに助け合
う存在」「障害女性の抱える困難さ」をテーマに全国各
地・海外で講演をしている。

いぜな なつこ

いせはら男女共同参画フォーラム

入場無料
（申込不要）

託児あり
※申込必要

手話通訳、要約筆記
車いす席あり

【問い合わせ先】 伊勢原市役所 人権・広聴相談課（1階１番窓口）
Tel：0463-94-4716（直通） Fax：0463-92-9009 Mail：jinken@isehara-city.jp
◇市ホームページは、右の２次元コードからご覧いただけます。

主催：伊勢原市 協力：伊勢原市男女共同参画推進サポーター

【映画出演】
「咲む（えむ）」（2020年公開） リュウコ役
【著作】
『ママは身長100㎝』（ディスカヴァー・トゥエンティワン）

裏面に続く



会場駐車場の台数に限りがありますので、
公共交通機関でお越しください。

【アクセス】
○徒歩：伊勢原駅北口から約１３分
○バス
●伊勢原駅北口から乗車
【２番乗り場】
・愛甲石田駅行き「伊勢原市役所北口」下車
【３番乗り場】
・日向薬師行き（行政センター経由）
「行政センター前」下車
・七沢行き（行政センター・運動公園経由）
「行政センター前」下車
●伊勢原駅南口から乗車
【４番乗り場】
・東海大学病院行き「行政センター前」下車

各バス停から徒歩約３分

【会場案内図】伊勢原市民文化会館

※ご記入いただいた内容は、個人情報の保護に関する法律に基づき、この講演会に関する
連絡以外の目的で利用したり、第三者に提供したりすることはありません。

※メールでお申込みされた場合、１週間以内に返信がなければお問合せください。

ふりがな

保護者氏名

住所

連絡先

ふりがな

こども氏名

こどもの年齢 歳 か月

◇託児（生後７か月～未就学児）を希望される方は、２月１０日（火）までに
電子メール・ＦＡＸまたは電話で伊勢原市人権・広聴相談課へお申込みください。
記載いただいた住所に、託児の利用に必要な書類を送付します。

※託児を希望されない方は申込不要です。当日、会場へお越しください。

電話：0463-94-4716（直通）FAX：0463-92-9009 Mail：jinken@isehara-city.jp

いせはら男女共同参画フォーラム 託児申込書


